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2
0
0
8
年
5
月
12
日
、
中
国
四
川

省

川
県
付
近
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
8
・
0（
中
国
地
震
局
発
表
）の

地
震
が
発
生
し
た
。
死
者
・
行
方
不
明

者
が
9
万
人
を
超
え
る
大
災
害
と
な
っ

た
。
こ
の
地
震
災
害
に
対
し
、
土
木
学

会
、
日
本
建
築
学
会
、
地
盤
工
学
会
、

日
本
地
震
工
学
会
お
よ
び
地
震
学
会

の
5
学
会
は
共
同
で「
四
川
大
地
震
復

旧
技
術
支
援
連
絡
会
議
」
を
設
置
し

た
。
連
絡
会
議
の
目
的
は
、
社
会
基
盤

施
設
や
建
築
構
造
物
の
復
旧
の
た
め
の

技
術
支
援
を
、1
9
9
5
年
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
地
震

災
害
経
験
に
も
と
づ
き
、5
学
会
共
同

で
中
国
側
に
供
与
す
る
こ
と
に
あ
る
。

四
川
地
震
に
関
し
て
、わ
が
国
と
し

て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
技
術
支
援

が
可
能
で
あ
る
か
を
中
国
側
の
関
係

機
関
と
検
討
す
る
た
め
、
地
震
学
、
土

木
工
学
、
建
築
学
、
地
盤
工
学
な
ど
の

専
門
家
10
人
に
よ
る
チ
ー
ム
を
5
月
28

日
か
ら
6
月
1
日
ま
で
の
5
日
間
四
川

省
に
派
遣
し
た
。

5
月
29
日
、30
日
の
両
日
、
都
江
堰

市
お
よ
び
綿
竹
市
の
被
災
状
況
を
中

国
側
関
係
者
と
視
察
し
た
。
視
察
対

象
は
、
建
築
構
造
物
、
住
宅
、
歴
史
的

建
造
物
、
道
路
構
造
物
、
自
然
斜
面
、

ダ
ム
な
ど
で
あ
る
。
都
江
堰
市
、
綿
竹

市
と
も
建
築
物
、
住
宅
の
被
害
が
甚
大

で
、こ
の
こ
と
が
多
く
の
死
者
を
出
す

直
接
的
原
因
と
な
っ
た
。
建
築
物
の
被

害
が
集
中
し
て
い
る
地
域
と
、
比
較
的

被
害
が
軽
微
な
地
域
が
あ
り
、
今
後
、

地
形
条
件
、
地
盤
条
件
お
よ
び
地
震
動

事故・災害 1

中国四川大地震
復旧技術支援について（速報）

土木学会をはじめとする5学会は、中国四川地震による被害の復旧のため、
技術支援を目的として連絡会議を設置し、10人の研究者・技術者よりなる
チームを成都市に派遣して支援の内容について協議した。今後、日中政府
機関の協力も得て、中・長期的な支援活動を行う予定である。

四川大地震復旧技術支援連絡会議
議長　フェロー会員　工博　早稲田大学理工学術院　教授　濱田政則　

写真1 綿竹市中心部の被災状況写真3 自然斜面の崩壊

写真2 被災された李氷記念館（世界遺産都江堰
水利施設を建設した技術者）

被
災
状
況
の
視
察
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強
度
と
の
関
連
性
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
両
市
の
郊
外
の
山
間
地
に
お
い

て
も
数
多
く
の
斜
面
崩
壊
が
発
生
し
、

道
路
を
閉
塞
し
て
い
る
状
況
が
見
ら

れ
た
。
地
質
は
お
お
む
ね
砂
岩
で
あ

り
表
層
す
べ
り
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。

自
然
斜
面
の
復
旧
に
つ
い
て
は
2
0
0

4
年
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
に
お
い

て
わ
が
国
は
多
く
の
経
験
を
蓄
積
し

て
お
り
、
中
国
側
に
そ
れ
な
り
の
技
術

提
供
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

5

月
31

日
に
、
日
本
チ
ー
ム
団
員

10
名
お
よ
び
中
国
側
約
1
0
0
名
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。

中
国
側
か
ら
は
、
建
築
物
、
土
木
構
造

物
、
自
然
斜
面
の
被
害
状
況
と
堰
止
め

湖
の
状
況
お
よ
び
今
後
の
安
全
性
確

保
の
方
針
が
説
明
さ
れ
た
。
日
本
側

か
ら
は
、
被
災
し
た
建
築
構
造
物
の
診

断
と
補
修
方
法
、道
路
構
造
物（
盛
土
、

ト
ン
ネ
ル
、
斜
面
）の
復
旧
方
法
、
地
震

動
の
推
定
方
法
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
た
。
双
方
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
質
疑
が
行

わ
れ
、
今
後
の
日
本
側
か
ら
の
支
援
の

方
向
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ

た
。
こ
の
結
果
を
ま
と
め
、
復
旧
に
関

す
る
今
後
の
協
力
に
関
し
、
西
南
交
通

大
学
と
連
絡
会
議
の
間
で
覚
え
書
が

調
印
さ
れ
た
。

5
学
会
の
連
絡
会
議
に
よ
る
、
復
旧

技
術
に
関
す
る
支
援
と
し
て
次
の
5

項
目
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

①
地
震
に
よ
り
損
傷
を
受
け
た
建
物

の
診
断
と
補
修
方
法
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー

②
地
震
動
の
推
定
・
評
価
法
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー

③
盛
土
・
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
・
斜
面
の
復

旧
技
術
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

④
西
南
交
通
大
学
に
お
け
る
「
地
震

工
学
特
別
講
座
」の
開
設
と
支
援

⑤
四
川
省
に
お
け
る「
地
震
工
学
研
究

セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
設
置
へ
の
支
援

①
〜
③
の
支
援
に
つ
い
て
は
急
を
要

す
る
た
め
6
月
〜
7
月
中
に
も
専
門

家
チ
ー
ム
を
再
び
四
川
省
に
派
遣
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
④
、
⑤
に
つ

い
て
は
日
本
政
府
の
支
援
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
現
在
外
務
省
、J
I
C
A
、J

B
I
C
な
ど
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
る
。
今
回
派
遣
さ
れ
た
5
学
会
の

合
同
チ
ー
ム
の
主
要
な
目
的
は
復
旧

技
術
に
関
す
る
支
援
で
あ
る
が
、
今

後
被
害
調
査
と
分
析
に
つ
い
て
も
共

同
で
実
施
す
る
方
向
で
中
国
側
に
働

き
か
け
て
ゆ
く
方
針
で
あ
る
。

写真5 綿竹市交通局での復旧支援に関する打合せ

写真4 復旧技術検討会参加者

復
旧
技
術
支
援
検
討
会

今
後
の
技
術
支
援


